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研究成果の概要（和文）：本研究で対象とする縦浸透除塩法は大量の水を使うため、円滑な水利計画の実行およ
び除塩の効率化が同時に求められる．本研究では除塩効率の向上のためには実験的および解析的な検討をおこな
った．実験では大型土層試験器を使った模擬除塩実験を行い、湛水および排水後の除塩量を算出した．また鉛直
2次元水分および塩移動モデルを構築し、暗渠周りの水分および塩分移動を調べた．その結果、実験では除塩に
必要な水量は同じでも除塩回数は縮小できる可能性があることが分かった．また構築したモデルにより暗渠周り
の塩分動態が明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：This study aims at developing the numerical salt removal model for water 
infiltration method to recovery a salt affected soil after Tsunami and finding out the effect of the
 depth of floodwater, Hw, on the salt removal performance. An indoor experiment draws the following 
two results; (i) The effect of Hw cannot be disregarded. (ii) The number of salt removal (fresh 
water flooding and drainage) times could be decreased even though mass of the fresh water is same. 
Also, proposed model can evaluate removal salt mass by water infiltration method. However, it is 
necessary to improve the model to reproduce salt movement surround culvert pipe with high accuracy.

研究分野：地下水理学、伝熱工学

キーワード： 津波　水田　除塩　縦浸透法　除塩モデル
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１．研究開始当初の背景
当該研究の対象となる名取市小塚原では
現在でも津波により，営農再開の目途が立っ
ていない．申請者らは農業復興組合の協力を
得ながら塩害の調査を実施している．除塩対
策に関するアンケートからは，営農再開時期
や塩害の再発，除塩効果に関する情報不足を
指摘する声が多く聞かれた．また除塩工事は
通常，田畑に暗渠を埋設し，淡水を掛け流す
ことで塩分を下方から排出させる縦浸透法
が行われる．その除塩工事の評価は農地
当たり表層土壌
行われている．しかしながら空間的および時
間的に塩分濃度のバラツキが大きく，
は除塩効果を定量的に把握し難い．
さらに
市で行った農家へのヒアリングでは水利権
の問題から，
手できていない農地があることが分かった．
当該地域で進められている湛水除塩には大
量の水を使うため，円滑な水利計画の実行お
よび除塩の効率化が同時に求められる．しか
しながら，湛水深や湛水期間については施工
者の経験に委ねられる事が多く，除塩効果に
関する知見は乏しいのが現状である．

 
２．研究の目的
そこで本研究では，暗渠による除塩効率を
最大にするための縦浸透
ョンの開発を目的とし，そのために野外実験
および室内実験を実施する．同時に、鉛直
次元塩移動モデルを構築し、実験および解析
の両面から湛水および排水後の除塩効果を
調べることを目的とする。

 
３．研究の方法
 図-
の概要を示す．実験ではまずアクリル製の実
験装置
を製作した．この実験装置に宮城県の水田か
ら採取した土壌を，実際の農地に合わせて，
下層から粘土
よび疎水材
200mm
に充填した．また疎水材は作土混入率
籾殻を用いた．排水管
中央の
 土壌塩濃度
Msalt(kg/m
-1に示すように設置した．土壌センサーによ
り土壌中の体積含水率
率 ε(dS/m)
および
ため，予め
求めておいた．
 次に実験手順を述べる．湛水深
100mm
を投入し，
ら排水を開始し，
(これを初期状態とする
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